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ものづくり

システム間連携ユースケース例
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地球環境情報
プラットフォーム

高度道路交通
システム

自動運転を用いた共同配送による調達スマート化
共同配送＋自動運転による配送コスト削減および災害・渋滞による配送遅延の削減

渋滞
予測

【創出価値】
・配送コスト削減（企業）
・配送遅延削減（企業）
・渋滞緩和（国民）
・経済損失削減（国）
・CO2排出削減（国）

SoS： System of Systems

プラットフォーム
（地図基盤、モノID管理、セキュリティ [データ信頼性、データ秘匿性、ネットワーク] ）
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